
能
号
誌
に
、『
昔
は
今
出
宿
な
き

U
前
は
、
此
村
腕
な

り
し
放
に
.
今
も
元
宿
と
呼
べ
り
。
一
光
は
末
森
の
城

下
に
て
兵
乱
に
荒
れ
県
上
問
地
砂
に
刷
出
り
て
法
制
押

せ
し
に
、
今
文
家
出
来
て
一
村
と
な
れ
あ
り
。』
と
見

え
、
箕
浦
氏
の
鐙
認
に
も
、
前
間
利
家
が
未
森
後
訪

の
時
、
今
出
村
を
訂
過
ぎ
、
本
宿
村
の
南
餓
山
腰
掛

松
の
訟
へ
上
っ
た
と
あ
る
。

シ
ユ
タ
イ
ハ
宿
岩

石
川
郡
板
庖
領
宿
，
谷
か
ら

北
方
、
後
谷
領
イ
リ
ヌ
マ
に
『
主
る
聞
に
、
宿
岩
叉
は

堂
岩
と
名
づ
け
る
大
石
が
四
つ
あ
る
。
一
の
器
は
土

際
で
円
相
四
米
入

・
一
品
さ
二
米
四
、
南
部
に
岳
郡
山
忍
方

一ト
、
「
詞
離
方
一
ト
.
一
正
方
二
1
、
供
利
金
那

方
ニ
ト
と
彫
刻
し
あ
旬
、
こ
の
岩
は
柿
二
米
四

・
高

さ
一
米
問
、
談
前
に
際
問
先
坊
一

ト、

千
剛
山
坊
一

ト
と

あ
旬
、
=
一
の
岩
は
航
三
米

・
市
さ
一
米
一
一
、
表
而
に

安
審
坊
二
ト
と
あ
旬
、
凶
の
岩
は
杭
二
米
四

・
お
き

一
米
八
で
、
設
而
に
諮
問
削
坊
一

ト、

開
削
除
坊
一

ト
と

あ
る
。
こ
の
地
務
滋
の
宿
し
た
古
跡
と
仰
へ
る
を
以

て
、
白
山
衆
従
が
一
変
若
し
く
は
こ
変
を
戒
行
の
揚

と
し
て
総
っ
た
の
な
る
べ
〈
、
ー
は
度
で
あ
ら
う
と

い
は
れ
る
。

シ
ユ
ク
ザ
キ
宿
岬

」
コ
ウ
ナ
ミ
ザ
キ
高
技

師
。

シ
ユ
ヲ
シ
ホ
ウ
ダ
カ
宿
仕
法
高

滞
政
の
時
、

宿
立
の
村
で

.
財
政
開
錐
な
る
局
、
宿
方
の
高
新
を

維
持
L
得
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
然
る
時
は
之
を
補
償
す

る
目
的
で
取
高
を
な
し
、
之
に
よ
り
て
得
る
用
米
を

抵
維
に
宛
て
、
こ
の
高
を
宿
仕
立
高
と
耕
し
た
。

シ
ユ
ク
ゼ
ン
ジ
宿
菩
寺

鹿
島
郡
伊
久
留
に
在

っ
て
、
田
県
宗
東
一
献
に
邸
す
る
。

シ
干
テ
ヤ
宿
屋

行ク

小
字
。

シ
ユ
ゲ
ン
ド
ウ

シ
ユ

修
時
閣
謹

↓
ヤ
マ
プ
シ

ジ
ユ
コ
ウ
イ
ン

蕊
光

院

加

賀
滞
全
第
十
代
前

閃
猿
敦
夫
人
徳
川
氏
の
法
蹴
。
称

L
〈
は
綜
光
院
天

儲
妙
芸
衣
桁
定
尼
。

ジ
ユ
シ
ヤ
儒
者

施
、
一
永
ご
年
前

m利
協
の
小
搬

甫
庵
を
除
し
た
の
が
御
船
者
の
初
で
あ
ら
う
。
次
い

で
光
高
は
十
七
年
松
永
昌
三
者
徴
L
‘
綱
紀
は
悦
治

二
年
に
松
永
永
三
を
、
=
一
年
に
木
下
附
胞
を
、
究
文

五
年
に
中
山
市
北
帥
祐
・
神
間
宗
墜
を
、
正
徳
四
年
に
児

島
景
諮
を
紹
き
、
そ
の
他
平
岩
仙
位
・荒
十
川
剛
伯・

悶
島
謹
・
室
直
話
等
皆
御
船
者
で
あ
っ
た
。
御
儒
者

の
地
位
は
平
士
に
市
じ
た
。

ジ
子
γ
ヨ
ウ
イ
ン
樹
正
院

加
賀
滞
砲
前
田
利

家
の
女
謀
術
の
法
鋭
。
詳
し
〈
は
樹

E
院
命
主
総
晃

大
師
定
尼
。

ジ
子
Y
ヨ
ウ
イ
ン

母
正
院

加
制
副
総
司
第
イ
ニ

代
前

m野町山
の
女
で
‘
大
限
昔
倹
前
例
利
報
夫
人
に

な
っ
た
場
制
の
法
制
批
。
祥
し
〈
は
裕
市
院
妙
日
日
続

大
姉
。シ

エ
シ
ン

珠
心

J
ミ
ヨ
ウ
シ
ユ
ウ
シ
ユ
シ

y

明
州
珠
心
。

ジ
子
Y
ン

樹

心

珠
洲
消
線
開
国
興
宗
東
波
妙
雌

寺
内
の
佐
治
寺
九
代
で
あ
っ
た
。
十
六
蹴
江
戸
背
群

寺
に
艇
を
胞
子
び
、
次
い
で
南
郡
に
法
相
を
刑
制
ひ
、
本

願
寺
琢
如
に
召
さ
れ
て
堂
衆
に
列
し
た
。
是
よ
り
先

本
願
寺
の
祭
授
は
、
寛
文
四
年
了
搭
等
の
功
に
よ
っ

て
初
め
ら
れ
た
が
、
未
だ
製
舎
を
有
し
な
か
っ
た
の

で
、
梢
心
は
判
的
如
に
建
議
し
、
大
坂
の
平
野
屋
軍
兵

衛
に
資
を
得
て
之
を
起
し
た
。
後
前
如
は
和
泉
の
大

様
御
営
…
を
樹
心
に
奥
へ

、
改
め
て
階
浜
寺
と
都
し
て

之
に
民
ら
し
め
た
。
天
和
三
年
五
且
十

一
日
寂
。

ジ
ユ
セ
イ
イ
ン

蕊
清
院

加
賀
滞
宅
第
六
代
前

問
吉
徳
の
側
室
問
問
氏
の
法
制
配
。
殺
し
〈
は
日開
山川院

羽
田
臨
浮
心
比
丘
尼
。

u
t
o
 

l
f
 

三
九
O

朱
染
紙
封
銀

J
シ
ユ

巡
す
る
合
裂
し
む
い
o
若
し
支
給
せ
ら
れ
る
飢
で
不

足
な
る
時
は
、
品
目
前
銀
の
借
用
を
許
さ
れ
た
o
百
石

未
満
の
者
は
出
銀
し
な
い
が
、
文
こ
の
謀
本
金
中
か

ら
出
役
の
技
用
を
奥
へ
ら
れ
た
。

シ
ユ
ツ
ギ
ン
ウ
ケ
ハ
ラ
ヒ
プ
ギ
ヨ
ウ
出
銭
詰
間
協

奉
行

其
の
初
は
不
明
で
あ
る
が
、
成
治
年
中
に
野

村
党
之
丞

・
背
木
新
右
衛
門
、
延
資
五
年
に
は
林
市

郎
右
術
門
、
貞
享
四
年
に
は
山
本
嘉
助
が
命
ぜ
ら
れ

た
こ
と
が
見
え
る
。
後
述
綿
し
た
が
、
亭
保
の
中
川
叫

よ
り
二
人
充
と
な
り
、
平
士
の
役
で
あ
っ
た
。

シ
ユ
ツ
ギ
ン
プ
ギ
ヨ
ウ
出
銭
奉
行

年
且
不
詳

奥
村
凶
怖
易
英
の
任
ぜ
ら
れ
た
の
を
起
源
と
す
る
o

w品
交
三
年
寺
阻
若
狭
努
吹
が
命
ぜ
ら
れ
、
以
来
法
制

と
し
て
人
持
組
の
一
入
役
で
あ
っ
た
。

シ
ユ
ツ
シ
出
仕

加
賀
滞
の
制
、
物
版
以
上
の

峨
に
在
る
者
、
佳
節
・朔
盟
傍
に
部
侯
に
誠
見
奉
犯

し
、
そ
れ
を
出
仕
と
い
う
た
。
紋
に
出
仕
以
上
と
い

ふ
時
は
、
問
分
以
上
の
符
辿
青
受
け
る
者
の
別
で
あ

っ
た
。
服
装
は
服
紗
小
納
・
布
上
下
を
用
ひ
る
。
但

し
正
且
の
朔
望
と
七
月
望
と
に
は
之
を
倣
き
、
車附侠

不
在
の
時
は
却
・
寄
が
之
に
代
っ
た
。
元
政
十
年
七
且

廿
五
日
に
、
務
侯
の
在
府
中
も
在
凶
の
辺
り
佳
節

・

朔
望
に
辰
の
刻
号
城
出
仕
す
べ
L

み
じ
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
か
ら
、
こ
れ
よ
り
前
は
務
侯
が
封
凶
に
不
在

の
聞
は
出
仕
を
裂
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

シ
ユ
ツ
費
出
回

目
ッ
珠
洲
郁
伎
町
郷
に
邸

す
る
部
w
m
o
能
賞
名
跡
志
に
、
『
出
出
村
と
い
ふ
に
猟

越
坂
と
い
ふ
あ
り
。
是
は
揃
の
越
え
し
を
見
て
付
け

し
新
道
な
り
。
此
村
に
惣
六
と
い
ふ
百
姓
、
述
如
上

人
の
暫
物
多
〈
持
偲

へ
り。
』
と
あ
る
。

シ
且
ツ
タ
ヤ
7
t
f
シ
出
田
山
走

おー
一一一
守

抹

洲
初
出
削
の
内
の
小
手。

シ
ユ
ツ
プ
出
府

滞
政
の
時
、
領
同
か
ら
江
戸

シ
ユ
ゼ
ン
ア
ン
守
諮
庵

珠
洲
榔
郎
紋
に
在
っ

て
、
W
制
宗
に
崩
し
、
本
光
寺
の
培
司
で
あ
る
。
白

永
元
年
一
明
記
に
、
『本
泥
寺
の
少
し
下
に
隠
奴
あ

り
。
守
都
胞
と
い
」
。
風
間
μ
無
類
な
り
。
下
は
泊
の

澗
と
て
舟
の
純
来
多
く
、
仰
は
箆
屋

・
抗
出
打
つ
い
A

き
、
向
う
は
鰐
時
と
い
号
て
岩
の
出
民
あ
り
。
』
と
あ

ろ
。シ

ユ
ゼ
ン
シ
朱
染
紙

伊
東
修
制
寺
で
抄
〈
放

に
、
元
来
修
郁
寺
紙
と
い
う
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

紙
は
裂
の
皮
そ
削
、
じ
て
染
め
、
括
協
色
を
帯
び
る
か

ら
、
税
っ
て
朱
染
紙
と
暫
か
れ
る
に
主
っ
た
。
朱
染

紙
は
覧
永
の
頃
か
ら
加
賀
滞
で
鋭
子
を
封
援
す
る
に

用
ひ
た
が
、
そ
れ
は
伊
一日
経
の
，も
の
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
ら
う
。
加
越
能
銘
杷
と
僻
す
る
児
寂
手
間
の

文
に
、
『
能
続
中
時
笠
、
山
凶
数
奇
屋
炭
、
長
尾
煩

革
、
久
間
朱
染
紙
』
と
見
、
ズ
る
か
ら
、
能
殺
で
は
臨

荒
川
hm
m
村
が
そ
の
時
産
地
で
あ
り
、
文
加
到
で
は

石
川
郡
市
，
阪
村
に
産
し
た
。

シ
ユ
ゼ
ン
シ
フ
ウ
ギ
ン

フ
ウ
ギ
Y

朱
対
鋭
。

シ
ユ
ツ
ギ
ン
出
銭

知

行

百
石
以
上
の
士
は
、

無
役
と
役
掛
り
と
に
拘
ら
ず
、
百
石
に
つ
き
一
今
年

銀
二
十
五
匁
を
務
に
納
め
る
を
出
鋭
と
い
ひ
、
三
且

に
十
匁
、
十
月
に
十
五
匁
を
舎
町
中
の
出
銀
奉
行
に

差
出
し
た
。
自
他
群
虫
目
覚
文
四
年
の
侠
に
、『
十
E
御

家
中
一
統
出
鋭
の
民
数
相
究
。
是
よ
り
前
は
其
年
の

入
用
に
依
て
年
々
治
不
足
有
。
今
年
よ
り
定
約
と
な

る
。
』
と
見
え
る
。
こ
の
鋭
は
主
と
し
て
諸
士
が
他
凶

に
勤
務
し
、
若
し
く
は
使
者
と
な
っ
た
時
の
慣
用
に

拡
て
る
も
の
で
、
か
i
h

る
場
合
に
は
、
そ
の
人
の
知

行
耐
と
任
務
と
に
凶
っ
て
一
定
の
鋭
高
を
下
附
せ
ら

れ
た
。
耐
し
て
出
役
し
た
者
の
受
領
す
る
銀
子
は
‘

元
来
諸
士
の
共
同
税
制
制
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
返

鹿
島
郡
臨
口町路
の
内
の


